
 
報道関係者と民博との懇談会 話題一覧 

2024 年 5 月 16 日(木)15:30～17:00  懇談会 
 

１． 挨拶 
 

２． ニュースリリース 
●みんぱくの最新情報と今後３カ月の行事をご案内いたします。 

３． みんぱく創設 50周年記念特別研究シンポジウム 

「ポスト国民国家時代における民族――希薄化する概念、実体化する集団」 

 

 

 

４． 音楽の祭日 2024 in みんぱく 

 
開催日時 6 月 23 日(日)10：30～16:10 (開場 10：00)※2 部制 

会  場 みんぱくインテリジェントホール（講堂） 

定  員 各部 400 名（当日受付のみ先着順） 

参 加 費 無料（展示をご覧になる方は展示観覧券が必要です） 

主   催 国立民族学博物館 

主   管 音楽の祭日 Fête de la Musique au Japon 日本事務局 

※入場整理券を各部開演 30 分前から本館 2階会場前にて配布します。 

※満席の場合は入場いただけません。 

 

 

― 𠮷𠮷田 憲司 (館長) ― 

 

 

 
― 山中 由里子 (議長) ― 

 

 

 

― 宇田川 妙子 (超域フィールド科学研究部 教授、副館長) ― 

 
 

― 福岡 正太 (人類文明誌研究部 教授、副館長) ― 

日  時  6 月 29 日(土)13：00～17：00（12：30 開場） 

会  場  本館 2階 第 5セミナー室（定員 70 名） 

定  員  70 名（事前申込制(本人を含む 3名まで)、先着順） 

参 加 費  無料 

主  催  国立民族学博物館 

後  援  日本文化人類学会 

申込期間  6 月 24 日（月）17 時まで 

特別研究「ポスト国民国家時代における民族」では、現代における民族の編成過程を文化、政治、

経済、社会、環境等の全体論的な視点から捉えることを試みています。本シンポジウムでは、博物

館、国家、歴史、宗教、暴力をテーマとする 5 つのプロジェクトを通して、特別研究全体がもつ射

程を提示し議論します。 

 

 

「音楽の祭日」は、プロ・アマを問わずにみんなで音楽を楽しむイベントです。フランスで 1982 年

にはじまった「音楽の祭典」にならい、日本では 2002 年に関西からスタートしました。「音楽は全

ての人のもの」という精神にのっとり、1年のうちで昼が一番長い夏至の前後の日に開催されます。 

 

 

 

 

 

 

https://www.minpaku.ac.jp/ai1ec_event/51873
https://www.minpaku.ac.jp/ai1ec_event/50238


５． 新任紹介 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

― 高科
たかしな

 真紀
ま き

 (人類基礎理論研究部 助教) ― 

― Mark
マ ー ク

 Winchester
ウ ィ ン チ ェ ス タ ー

 (学術資源研究開発センター 助教)) ― 

 
 

― 野口
の ぐ ち

 泰
ひろ

弥
や

 (学術資源研究開発センター 助教) ― 

 
 

国文学研究資料館機関研究員、人間文化研究機構人間文化

研究創発センター研究員（国立歴史民俗博物館 特任助教を

併任）を経て現職。民間所在アーカイブズの保全と活用に関

する研究に取り組んでいる。 

一橋大学大学院で博士号を取得。一橋大学特任講師、日本

学術振興会外国人特別研究員、神田外語大学専任講師、国

立アイヌ民族博物館 アソシエイトフェローを経て現職。

1970年代に活躍したアイヌの文学者や芸術家についての思

想史研究に取り組んでいる。 

一橋大学大学院で修士号取得後、民間企業勤務、北海道立北

方民族博物館 学芸員を経て現職。現在、東北大学大学院博

士後期過程在学中。専門は文化人類学。狩猟採集社会におけ

る不平等の出現を、特にアラスカ先住民の威信財と社会階

層性の関係を基に研究している。 


